
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 
 

 

山梨県立図書館 

〒400-0024 山梨県甲府市北口 2 丁目 8-1 
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令和４年１１月４日発行 

令 和 ４年 度  や ま な し 読 書 活 動 促 進 事 業  

贈りたい 大賞 

音楽や映画は、大勢の人と一緒に楽しむことができます。テレビもスポーツ観戦

も、友だちと一緒に楽しむことができます。ところが、読書だけは、一人だけでする

ことです。それが読書の良さでもありますが、一人で読んでいたのでは、ほんとうに

本を分かったことになるでしょうか。大好きなあの人は、この本を読んだらどんなこ

とを考えるのだろう。同じ本を読んでもらいたい。そうすれば、その本のことが深く

わかるだけでなく、その人のことがもっと分かり合えるようになるのではないでし

ょうか。 

山梨県立図書館  館長  金田一秀穂 

本 

－大切な人に贈りたい 1冊－ 

大賞受賞作 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 栁本 葉瑠さん (甲府商業高校) 

『ぼく モグラ キツネ 馬』 

チャーリー・マッケジー／著 川村元気／訳 飛鳥新社 

 自分一人で問題を抱え込み解決したがる友達に贈ろうと

思った。本の中に「いままであなたがいったなかで、いちば

んゆうかんなことばは？」といった質問に「たすけて。」と

答えるシーンがある。そのセリフが人に弱いところをみせて

助けを求めることのできるようになるきっかけとなってほ

しい。 

 酒井 志帆さん (甲陵中学校) 

『琥珀の夏』 

 辻村深月／著 文藝春秋 

 私の家のビデオには、私が小さいときの映像がたくさんあ

る。恥ずかしいと思っていたが、この本を読んだ後はそれに

誇らしさを感じた。それは、この本に親子の時間が失われた

人達や母親が子どもを育てる大変さが描かれていたからだ。

お母さんも同じ思いをしたと思うと、涙が出てきたよ。ここ

まで育ててくれて、ありがとう。 

 辻 基倫子さん 

『おおきな木』 

 シェル・シルヴァスタイン／作 村上春樹／訳 

 あすなろ書房 

 この本の中の「木」は、私にとっての「お母さん」です。

いつも家族の為に自分の時間と労力の全てをつぎ込んでく

れたお母さん。私達の為に犠牲になってくれている気がして

切なくてたまらない気持ちになります。ですが、今、私も子

どもを育て、同じ立場になってわかりました。愛する人がい

て、尽くせる幸せを。だから贈ります。 

友達 

母 

私のお母さん 中学生以下の部 

高校生の部 

一般の部



 

 

 

●武川 優心さん(八代小学校) 「私と同じようなはずかしがりやの人へ」 『セイギのミカタ』 (佐藤まどか／作 フレーベル館) 

●市川 萌愛さん(敷島中学校) 「私のかわいい弟へ」 

『おやすみくまちゃん』 (シャーリー・パレントー／ぶん デイヴィッド・ウォーカー／え 福本友美子／やく 岩崎書店) 

●岸本 梨桜さん(敷島中学校) 「話すことが苦手な方」 『誰かのための物語』 (涼木玄樹／著 スターツ出版) 

●小室 朱衣さん(双葉中学校) 「「普通」という価値観に苦しむ人」 『水を縫う』 (寺地はるな／著 集英社) 

●幸地 スティーブさん(田富中学校) 「お母さん」 『フィリピン』 (メアリー・M.ロジャース／著 千野境子／訳 国土社) 

●久保 玲奈さん(田富中学校) 「自分、あの人のことを気にしているあなたへ」 

『君色パレット』 (高田由紀子ほか／著 岩崎書店) 

●中澤 伶奈さん(田富中学校) 「ミステリーや考えることが好きな人へ」 『マスカレード・ナイト』 (東野圭吾／著 集英社) 

●吉澤 知宏さん(田富中学校) 「家族」 『おとうさんはウルトラマン』 (みやにしたつや／作絵 学研) 

●前橋 真子さん(甲陵中学校) 「私の弟」 『夢に向かって泳ぎきれ』 (入江陵介／監修 あかね書房) 

●秋山 しずくさん(市川中学校) 「給食を食べる時の自分」 『給食アンサンブル』 (如月かずさ／著 光村図書出版) 

●荒井 陽香さん(韮崎高校) 「両親」 『ココロをこめて』 (学研ステイフル) 

●清水 智菜津さん(韮崎高校) 「未来の自分」 『鈴とリンのひみつレシピ！』 (堀直子／作 あかね書房) 

●弦間 凜さん(甲府西高校) 「妹」 『温室デイズ』 (瀬尾まいこ／著 角川書店) 

●宮田 琥太郎さん(甲府西高校) 「数学、算数が苦手な全ての人間！」 

『数の悪魔』 (エンツェンスベルガー／著 丘沢静也／訳 晶文社) 

●大脇 万里亜さん(甲府東高校) 「大好きだった親友」 『よこまち余話』 (木内昇／著 中央公論新社) 

●塚野 桃香さん(甲府東高校) 「自分が嫌になった人へ」 『あなたは、誰かの大切な人』 (原田マハ／著 講談社) 

●木下 達也さん(甲府工業高校) 「祖父へ」 『いつでも会える』 (菊田まりこ／著 学研) 

●白倉 春菜さん(甲府城西高校) 「親友」 『小やぎのかんむり』 (市川朔久子／著 講談社) 

●四氏 桜さん(甲府城西高校) 「姉へ」 『嫌われる勇気』 (岸見一郎・古賀史健／著 ダイヤモンド社) 

●内藤 弓子さん(青洲高校) 「私の兄」 『僕とおじいちゃんと魔法の塔』 (香月日輪／作 角川書店) 

●望月 あやさん(青洲高校) 「本当の自分を隠しているあなたへ」 『よるのばけもの』 (住野よる／著 双葉社) 

●相原 翔人さん(日川高校) 「未来の自分」 『ひと』 (小野寺史宜／著 祥伝社) 

●吉田 麻鈴さん(山梨高校) 「学校に行きたくないと言う私の友達へ」 

『ワンダー』 (R.J.パラシオ／作 中井はるの／訳 ほるぷ出版) 

●辻 羽南さん(甲府商業高校) 「妹」 『よるのばけもの』 (住野よる／著 双葉社) 

●津島 凜凪さん(甲府商業高校) 「戦争をしている人たち」 

『ちいちゃんのかげおくり』 (あまんきみこ／作 上野紀子／絵 あかね書房) 

●村上 舞さん(甲府商業高校) 「新社会人の姉へ」 『かがみの孤城』 (辻村深月／著 ポプラ社) 

●安富 太亮さん(甲府商業高校) 「妹」 『きみはスゴイぜ！』 (マシュー・サイド／著 竹中てる実／訳 飛鳥新社) 

●相原 愛さん(一般) 「我が子」 『ちびゴリラのちびちび』 (ルース・ボーンスタイン／さく いわたみみ／やく ほるぷ出版) 

●小野寺 直美さん(一般) 「長年の友へ」 『茨木のり子詩集』 (茨木のり子／著 岩波書店) 

●工藤 花さん(一般) 「「自分らしさ」に悩む 2B のみんな」 『ちいさなくれよん』 (篠塚かをり／作 安井淡／絵 金の星社) 

 贈りたい本大賞 優秀賞 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金田一秀穂館長賞 富士河口湖町立河口湖北中学校

学校賞 

大切な人に本を贈ることは、あなたの“想い”を伝えること。 
 

本は、あなたと贈られた人との心を通い合わせ、絆を深めます。 

愛する人へ、大切な家族へ、かけがえのない友へ……。 

もしあなたが様々な場面で、大切な人に本を贈るとしたら、 

どんな本を、どのような理由で選んで贈りますか？ 
 

応募総数 4,641点。みなさまからいただいた、たくさんの“想い”。 

さまざまな“想い”を、ありがとうございました。 

上野原市立秋山小学校 身延町立下山小学校 

甲斐市立敷島中学校 北杜市立甲陵中学校 中央市立田富中学校 

山梨県立北杜高等学校 山梨県立山梨高等学校 

甲府市立甲府商業高等学校 


